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１
月
17
日
、
隊
友
会
、
自

衛
隊
家
族
会
及
び
日
本
郷
友

連
盟
は
、
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド

ヒ
ル
市
ヶ
谷
に
お
い
て
４
年

ぶ
り
の
三
団
体
協
賛
賀
詞
交

歓
会
を
開
催
し
た
。
今
回
は
、

自
衛
隊
が
能
登
半
島
地
震
に

お
い
て
活
動
中
で
あ
る
こ
と

を
考
慮
し
、
幹
事
と
な
っ
た

隊
友
会
は
二
団
体
と
協
議
の

上
、
ア
ル
コ
ー
ル
類
の
提
供

を
と
り
や
め
、
自
衛
隊
の
能

登
半
島
で
の
活
動
状
況
写
真

を
ス
ク
リ
ー
ン
に
投
影
す
る

な
ど
、
参
加
し
て
い
た
だ
く

国
会
議
員
、
自
衛
隊
員
、
各

国
の
国
防
武
官
、
友
好
諸
団

体
及
び
会
員
に
対
し
、
自
衛

隊
の
活
躍
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

こ
と
と
し
た
。

岩
﨑
理
事
長
は
主
催
者
代

表
挨
拶
の
中
で
、
「
私
ど
も

三
団
体
は
、
防
衛
省
・
自
衛

隊
の
防
衛
思
想
の
普
及
高
揚

や
自
衛
隊
の
防
衛
・
防
災
対

策
へ
の
協
力
等
の
活
動
目
的

を
共
有
し
て
活
動
を
し
て
お

り
東
日
本
大
震
災
は
も
と
よ

り
今
回
の
能
登
半
島
地
震
に

お
い
て
も
三
団
体
手
を
携
え

て
、
防
衛
省
・
自
衛
隊
の
た

め
に
何
が
支
え
と
な
る
か
、

を
考
え
微
力
で
は
あ
り
ま
す

が
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
の
活
動

を
遂
行
し
て
お
り
ま
す
」
と

述
べ
た
。

会
は
、
元
防
衛
大
臣
・
隊

友
会
及
び
自
衛
隊
家
族
会
顧

問
の
中
谷
元
衆
議
院
議
員
の

来
賓
祝
辞
の
後
、
森
勉
日
本

郷
友
連
盟

会
長
に
よ

る
「
激
励

の
杯
」
で

は
じ
ま
り
、

約
２
０
０

名
の
参
加

者
が
来
賓
、

各
国
国
防

武
官
ほ
か

と
の
有
意

義
な
懇
談

の
後
、
増

田
好
平
自

衛
隊
家
族

会
会
長
の

締
め
く
く

り
に
よ
り

盛
会
に
終

了
し
た
。

祝辞を行なう
中谷元衆議院議員

令令和和６６年年三三団団体体協協賛賛賀賀詞詞交交歓歓会会

懇 談 の 様 子

主催者代表挨拶をする岩﨑理事長（中央）と
増田自衛隊家族会会長（左）、森日本郷友連盟会長（右）

日日本本郷郷友友連連盟盟自自衛衛隊隊家家族族会会隊隊 友友 会会

昨
年
秋
に
開
催
さ
れ
た

「
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
」
フ
ラ
ン
ス
大
会
は
、
総

観
客
数
が
２
４
０
万
人
を
超

え
る
な
ど
、
多
く
の
人
を
魅

了
し
ま
し
た
が
、
こ
う
し
た

人
気
の
背
景
に
は
、
毎
年
実

施
さ
れ
て
い
る
ル
ー
ル
改
正

の
存
在
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

近
年
の
ル
ー
ル
の
改
正
は
、

「
中
断
す
る
時
間
を
短
縮
し
、

テ
ン
ポ
良
く
ゲ
ー
ム
を
進
め

る
」
「
ボ
ー
ル
が
大
き
く
展

開
さ
れ
、
観
る
側
が
魅
力
を

感
じ
る
」
「
プ
レ
ー
ヤ
ー
の

安
全
を
確
保
す
る
」
と
い
う

3
つ
の
観
点
で
行
わ
れ
、
オ
ー

ル
ド
ラ
グ
ビ
ー
フ
ァ
ン
に
と
っ

て
は
、
全
く
違
っ
た
競
技
を

見
て
い
る
感
が
あ
る
程
、
面

白
く
・
魅
力
的
な
競
技
と
す

る
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ル
ー
ル
改
正
は
、
試

験
的
な
導
入
に
よ
る
検
証
を

経
て
実
施
さ
れ
お
り
、
ま
さ

に
ア
ジ
ャ
イ
ル
（
俊
敏
）
型

政
策
決
定
の
成
功
例
と
も
言

え
る
と
思
い
ま
す
が
、
こ
う

し
た
毎
年
の
ル
ー
ル
改
正
の

よ
う
に
柔
軟
か
つ
機
敏
に
政

策
・
制
度
の
修
正
を
行
う
こ

と
が
、
行
政
に
お
い
て
簡
単

で
は
な
い
こ
と
は
、
残
念
で

は
あ
り
ま
す
が
、
経
験
値
と

し
て
良
く
わ
か
り
ま
す
。
こ

の
い
わ
ゆ
る
「
無
謬
性
神

む

び
ゅ
う
せ
い

話
（
注
）
」
を
打
破
す
べ
く
、

２
０
０
０
年
代
に
政
策
評
価

法
や
行
政
改
革
推
進
法
が
制

定
さ
れ
、
２
０
１
０
年
に
は

行
政
事
業
レ
ビ
ュ
ー
も
始
ま

り
ま
し
た
が
、
一
連
の
統
計

不
正
事
案
を
見
て
も
わ
か
る

通
り
、
行
政
の
当
事
者
は
勿

論
の
こ
と
国
民
の
意
識
を
含

め
変
え
て
い
く
こ
と
は
簡
単

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

一
方
、
防
衛
省
で
は
、
一

昨
年
に
策
定
さ
れ
た
戦
略
３

文
書
を
受
け
、
防
衛
生
産
・

技
術
基
盤
の
強
化
及
び
防
衛

装
備
移
転
の
推
進
を
は
か
る

た
め
、
昨
年
６
月
に
防
衛
生

産
基
盤
強
化
法
を
制
定
す
る

と
と
も
に
、
装
備
品
の
早
期

装
備
化
の
た
め
、
障
害
と
な

る
防
衛
省
内
の
手
続
、
契
約

方
式
等
の
見
直
し
や
、
新
た

な
枠
組
の
新
設
等
を
行
っ
て

い
ま
す
。

こ
う
し
た
新
し
い
施
策
を

成
功
に
導
く
た
め
に
は
、
法

律
や
制
度
の
制
定
趣
旨
に
則
っ

て
、
実
際
の
効
果
を
虚
心
か

つ
不
断
に
検
証
し
、
効
果
が

十
分
で
な
け
れ
ば
改
め
る
と

い
う
ラ
グ
ビ
ー
の
ル
ー
ル
改

正
に
も
似
た
姿
勢
が
必
要
不

可
欠
だ
と
思
い
ま
す
。
意
識

改
革
を
含
め
一
朝
一
夕
に
で

き
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
装
備
品
の
装
備
化
・
運

用
に
ア
ジ
ャ
イ
ル
型
を
導
入

し
、
ま
た
、
行
革
推
進
会
議

の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
か

ら
ア
ジ
ャ
イ
ル
型
政
策
形
成
・

評
価
の
在
り
方
に
関
す
る
提

言
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
で

も
あ
り
、
こ
う
し
た
柔
軟
か

つ
機
敏
な
施
策
の
見
直
し
に

よ
っ
て
、
防
衛
力
の
強
化
が

着
実
に
推
進
さ
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

編
集
注

「
無
謬
性
」
と

は
誤
り
が
含
ま
れ
て
い
な
い

と
い
う
意
味
で
、
絶
対
に
正

し
い
と
い
う
意
味
で
も
用
い

ら
れ
る
。

（（
常常
務務
執執
行行
役役
上上
尾尾
秀秀
樹樹
））

あ
が
り
お
ひ
で
き

ララググビビーーののルルーールル
改改正正ににななららっってて

１
月
１
日
、
石
川
県
能
登

地
方
を
震
源
と
す
る
最
大
震

度
７
（
Ｍ
７
．
６
、
深
さ
16

㌔
）
の
地
震
が
発
生
、
陸
自

第
10
師
団
長
（
守
山
）
が
、

１
日
、
石
川
県
知
事
か
ら
、

４
日
、
富
山
県
（
９
日
活
動

終
了
）
知
事
か
ら
災
害
派
遣

要
請
を
受
け
、
災
害
派
遣
活

動
を
開
始
し
た
。

１
月
２
日
、
自
衛
隊
は
、

陸
自
中
部
方
面
総
監
（
伊
丹
）

を
長
と
す
る
統
合
任
務
部
隊

（
Ｊ
Ｔ
Ｆ
）
を
編
成
し
、
陸

海
空
自
衛
隊
約
１
万
人
態
勢

で
活
動
。

２
月
２
日
、
自
衛
隊
は
統

合
任
務
部
隊
（
Ｊ
Ｔ
Ｆ
）
か

ら
、
地
域
に
密
着
し
た
陸
自

中
部
方
面
隊
を
中
心
と
す
る

約
１
万
人
の
災
害
派
遣
態
勢

に
移
行
し
、
引
き
続
き
、
被

災
者
に
寄
り
添
っ
た
き
め
細

や
か
な
生
活
支
援
活
動
等
を

実
施
中
。

ま
た
、
即
応
予
備
自
衛
官

が
、
９
日
以
降
、
生
活
支
援

物
資
の
輸
送
を
実
施
し
、
医

師
又
は
看
護
師
の
資
格
を
有

す
る
予
備
自
衛
官
が
、
13
日

以
降
、
孤
立
地
域
の
巡
回
診

療
に
参
加
し
た
。

【
２
月
１
日
ま
で
の
活
動
実

績
（
延
べ
）
】

人
命
救
助

救
助
・
約
１
０

４
０
名

衛
生
支
援

診
療
・
約
６
６

０
名
、
患
者
輸
送
・
約
７
２

０
名

輸
送
支
援

糧
食
・
約
３
百

１
万
１
千
食
、
飲
料
水
・
約

１
百
66
万
３
千
本
、
燃
料
・

約
13
万
㍑
等

給
食
支
援

約
９
万
５
千
食

給
水
支
援

約
３
千
６
百
㌧

入
浴
支
援

約
12
万
６
千
名

岡岡
山山
県県
隊隊
友友
会会
の
医
師
・

小
南
博
資
予
備
２
陸
佐
は
、

こ

み
な
み

１
月
10
日
、
招
集
に
よ
り
、

中
部
方
面
衛
生
隊
第
１
０
４

野
外
病
院
隊
に
編
入
さ
れ
、

珠
洲
市
の
孤
立
地
域
の
避
難

所
等
に
お
い
て
巡
回
診
療
に

あ
た
っ
た
。
地
震
で
損
傷
し

た
道
路
を
救
急
車
で
毎
日
約

１
時
間
か
け
て
避
難
所
に
通

い
、
延
べ
30
名
の
診
療
に
あ

た
り
、
１
月
19
日
、
招
集
を

解
か
れ
た
。
小
南
予
備
２
陸

佐
が
、
招
集
さ
れ
る
の
は
今

回
で
３
回
目
と
な
る
。

（（
会会
長長
・・
山山
本本
敦敦
督督
））

滋滋
賀賀
地地
本本
は
、
１
月
13
日
、

即
応
予
備
自
・
原
田
勝
彦
３

陸
曹
に
災
害
等
招
集
命
令
書

を
交
付
し
た
。
即
応
予
備
自

が
第
１
派
で
２
名
、
第
２
派

で
３
名
が
被
災
地
へ
出
発
し

た
。
ま
た
、
予
備
自
（
医
師

１
名
・
看
護
師
１
名
）
も
招

集
さ
れ
、
被
災
地
で
の
巡
回

診
療
業
務
に
あ
た
る
。

（（
滋滋
賀賀
地地
本本
援援
護護
課課
））

和和
歌歌
山山
地地
本本
は
、
１
月
８

日
、
即
応
予
備
自
１
名
に
災

害
等
招
集
命
令
書
を
交
付
し
、

信
太
山
駐
屯
地
に
出
頭
、
そ

の
後
、
金
沢
駐
屯
地
へ
前
進

し
、
隊
員
や
関
係
者
に
見
送

ら
れ
な
が
ら
被
災
地
へ
向
け

出
発
し
た
。
招
集
さ
れ
た
即

応
予
備
自
は
、
今
回
で
２
回

目
と
な
る
。

（（
和和
歌歌
山山
地地
本本
募募
集集
課課
））

各
県
隊
友
会
・
各
支
部
は
、

災
害
派
遣
活
動
部
隊
の
激
励
・

見
送
り
を
行
い
、
部
隊
の
活

躍
・
士
気
高
揚
、
隊
員
の
安

全
・
健
康
を
願
っ
た
。

激
励
・
見
送
り
を
行
っ
た

各
県
隊
友
会
・
各
支
部
は
、

次
の
と
お
り
。
（
２
月
１
日

現
在
）

青
森
県
隊
友
会
、
宮
城
県

隊
友
会
、
千
葉
県
隊
友
会
、

新
潟
県
隊
友
会
、
富
山
県
隊

友
会
、
三
重
県
隊
友
会
、
鳥

取
県
隊
友
会
、
広
島
県
隊
友

会
、
青
森
県
三
八
地
域
支
部
、

富
山
県
砺
波
支
部
、
鳥
取
県

西
部
地
区
会

人命救助の様子（写真は統幕公表資料）

巡回診療を行う小南予備２陸佐
（岡山県隊友会）

給食支援の様子（写真は統幕公表資料）

１
月
17
日
、
隊
友
会
は
、

国
連
南
ス
ー
ダ
ン
共
和
国
ミ

ッ
シ
ョ
ン
（
Ｕ
Ｎ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
）

に
国
際
平
和
協
力
隊
第
15
次

司
令
部
要
員
と
し
て
１
年
間

派
遣
さ
れ
る
２
名
（
吉
永
雅

哉
３
等
陸
佐＝

兵
站
幕
僚
、

鈴
木
若
菜
１
等
陸
尉＝

航
空

運
用
幕
僚
）
を
激
励
し
た
。

Ｕ
Ｎ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
へ
は
、
施

設
部
隊
と
司
令
部
要
員
が
、

２
０
１
２
年
か
ら
半
年
交
代

で
毎
回
約
３
５
０
名
が
派
遣

さ
れ
た
が
、
２
０
１
７
年
５

月
の
施
設
部
隊
撤
収
後
も
司

令
部
要
員
４
名
は
引
き
続
き

派
遣
が
継
続
さ
れ
て
お
り
、

要
員
は
１
年
勤
務
で
２
名
づ

つ
の
相
互
交
代
と
な
っ
て
い

る
。
今
回
派
遣
さ
れ
る
２
名

は
、
昨
年
８
月
に
出
国
し
た

永
山
高
裕
３
等
陸
佐
（
情
報

幕
僚
）
、
鶴
野
康
寛
３
等
陸

佐
（
施
設
幕
僚
）
と
と
も
に
、

南
ス
ー
ダ
ン
共
和
国
の
首
都

ジ
ュ
バ
に
あ
る
Ｕ
Ｎ
Ｍ
Ｉ
Ｓ

Ｓ
司
令
部
に
お
い
て
勤
務
す

る
予
定
。

国国
際際
平平
和和
協協
力力
隊隊

第第
1155
次次
司司
令令
部部
要要
員員

（（
兵兵
站站
・・
航航
空空
運運
用用
））
がが
出出
発発

ＵＵＮＮＭＭＩＩＳＳＳＳ

滋滋
賀賀
県県
特特
別別
会会
員員

奥
村
直
広

様

５
千
円

海海
上上
自自
衛衛
隊隊

西

成
人

様

２
万
円

航航
空空
自自
衛衛
隊隊

西
谷
浩
一

様

２
万
円

（
順
不
同
、
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８普連派遣の見送り
（鳥取県隊友会）
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令和６年２月15日
第838号

公益社団法人　隊友会　https://www.taiyukai.or.jp/ 来年度からの新連載
開始に向けて記事を
募集します

８面に詳細

春の異動
引越見積支援サービスを
各地で実施
２次元コード利用による事務の
効率化を図る（２面）

８面に「元気のある
支部」の連載を開始し
ました。
第１回は鹿児島県国分支部です。

令和５年度定時総会
の議決権行使要領と議案を

４面と５面の間に同封しました。

「防衛省からのお知らせ」
－防衛省を退職した皆様へ－

４面に掲載

新理事長に

岩﨑茂相談役
が就任

元気のある支部
投稿募集

８面に詳細

ディフェンス61号を発刊しました。
お求めは隊友会ホームページから

２０２４年度２０２４年度２０２４年度      「「新新新新新・・医医医医医療療療療療互互互互互助助助助助制制制制制度度度度度」」のののののごごごごご案案案案案内

（2024/01/22 SJ23ｰ13575）

この広告は、「新･医療互助制度」（医療保険基
本特約・疾病保険特約・傷害保険特約・がん保険
特約・弁護士費用補償特約セット団体総合保険、
傷害総合保険）の概要について説明したものです。
詳細または資料請求につきましては取扱代理店ま
たは損保ジャパンまでお問い合わせください。

【資料請求・お問い合わせ】
取扱代理店
株式会社タイユウ・サービス
〒162-0845
東京都新宿区市
谷本村町３番２０号
新盛堂ビル７階

0120-600-230
受付時間
月曜日から金曜日午前９時～午後４時３０分

引受保険会社
損害保険ジャパン株式会社
営業開発部第二課
〒160-8338 東京都新宿区西新宿1-26-1
ＴＥＬ：03-3349-3578

（医療保険基本特約・疾病保険特約・傷害保険特約・がん保険特約
弁護士費用補償特約セット団体総合保険、 傷害総合保険）

入院１日目から
１日につき １,５００円

満７９歳まで(※）

１１,９７０円
(1か月あたり約９９８円)

1人最高４口まで加入可能

入院保険金

■補償内容
・保険料

補償内容・保険金額（１口）
１入院 180 日まで 通算 1,000 日まで

一時払保険料
(１口）

●入院中の手術：１５,０００円
●外来の手術 ： ７,５００円手術保険金

病病気気・・ケケガガのの保保険険

(※）新規でのご加入および特約の追加、増額ができるのは、２０２４年４月１日時点で
満７９歳までの方です。（被保険者の年齢で判断します。）継続加入で満８０歳以上満
８９歳以下の方の保険料は、取扱代理店までお問い合わせください。

自自転転車車傷傷害害ププラランン

■保険期間 ２０２４年４月１日午後４時から１年間
■募集締切日 ２０２４年３月１９日（火）まで
■加入対象者 隊友会会員
■補償対象者（被保険者）本人となれる方
隊友会会員とそのご家族（配偶者・子供・両親・兄弟姉妹・同居の親族）

満満７７９９歳歳ままでで同同一一保保険険料料！！

の補償もご用意しております。

割引率   24％ !!
(※）団体割引２０％、
過去の損害率による割引５％適用

■■
■募集締切日■募集締切日■募集締切日■募集締切日
■加入対象者
■補償対象者（被保険者）本人となれる方

割引率   割引率   割引率 2424242424242424242424％ !!
(※）団体割引２０％、
過去の損害率による割引５％適用

介護サポートプラン 認知症サポートプラン

一時払保険料

3,910円

示談交渉サービス付き
（日本国内のみ）

●自転車搭乗中の自身のケガや
日常生活における損害賠償責任を補償!!

●家族全員が補償の対象   になる家族型プラン
のご用意もあります。

※※

※ご家族の範囲については取扱代理店までお問い合わせください。

（個人型）
一時払保険料

3,210円

ゴゴルルフファァーー保険
＜無料＞

ご家族皆様で、ご加入いただけるよ
うになりました。ぜひご検討ください!!防衛省を退職後、隊友会会員様のみが

ご加入いただける団体保険制度です!

弁弁護護ののちちかかららププラランン

示談交渉サービス付き
（日本国内のみ）

●ゴルフ中の思わぬケガを補償
●練習・プレー中も安心。他人への賠償も補償
●練習場・ゴルフ場でのゴルフ用品の盗難も補償
●ホールインワン達成時には記念品の購入費用等をお支払い

●法的トラブルの解決に要する弁護士費用を補償
●対象となる法的トラブルはいじめやSNS上での
誹謗中傷、交通事故の被害者となった場合、
離婚調停や遺産分割調停などが補償の対象と
なります。

●弁護士紹介サービスや被害事故・嫌がらせ相談
窓口のサービスをご利用いただけます。

（スリムプラン）
一時払保険料

2,990円
（ワイドプラン）
一時払保険料

11,760円
※スリムプラン・ワイドプランは補償対象の範囲が異なります。各プランの
補償対象の範囲については取扱代理店までお問い合わせください。

※※ ※※

新たにWEBでの新規加入手続きが可能となりました。詳細は取扱代理店HPをご参照ください。


